
 

    

2月 13日，筑西合同庁舎大会議室において，第１回魅力アップセミナーが開催され，管内 4H

クラブ員 24名が参加しました。魅力アップセミナーは筑西地域農業青年クラブ連絡協議会が発

案した企画で，若手農業者の晩婚化や未婚化が進んでいる現状を踏まえ，外見やコミュニケー

ションに対する意識を向上させるために，身だしなみ（第 1回）とコミュニケーション（第 2

回）の講座が開催されます。 

第 1回のセミナーでは，「ウィッグの専門店 ヘアピット」代表 岡野氏を講師に招き講義をい 

ただきました。講義では，婚活パーティーに適した服装

やヘアセットの方法を学びました。また，若手農業者が

講師と意見交換しながらヘアセットを行い，参加者同士

でチェックしながら自身に合ったヘアスタイルを作り上

げました。 

参加者からは「へアセットのポイントが良く分かっ

た」「その場に合った服装を身につけたい」との声が聞

かれ，身だしなみに対する意識の向上が感じられる講習

会になりました。 

 

梅も咲き始め，春が感じられるようになりまし

た。この季節は，暖かい日，寒い日がありますの

で，体調管理に気を付けましょう。 
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昨年の抑制トマトでは黄化病・黄化葉巻病が猛威をふるい，黄化葉巻病耐病性品種にもかか

わらず減収した畑が多く見られました。 

黄化病・黄化葉巻病対策は産地全体で取り組む必要があります。そこで筑西市・桜川市の

こだますいか産地活性化協議会員の各種苗店にて対策講習会を行います。トマト栽培に取り組

む皆さん，是非ご参加下さい（5回とも講習内容は同一です）。 

１ 内容  トマト黄化葉巻病・黄化病対策 

（病害の特徴・昨年多発生した理由・対策について説明します） 

２ 講師  筑西地域農業改良普及センター職員 

３ 日時・場所 

日 時 開催場所 担当種苗店 

3 月 3 日(金) 17:30～ 十里農村集落センター (筑西市桑山 1672－1)  東洋農事 

3 月 6 日(月) 17:30～ 協同ビニール(株) (筑西市古郡 551-1) ハナワ種苗 

3 月 7 日(火) 17:00～ 森商事 真壁店 （桜川市真壁町亀熊 1304－1） 森商事 

3 月 8 日(水) 17:00～ 森商事 関本店 （筑西関本中 1519） 森商事 

3 月 9 日(木) 17:30～ 大島種苗店 (筑西市門井 1971)  大島種苗店 

 



  

 

皆様からのご意見・情報をお待ちしております。 

３月末で定年退職になります。退職予定者対象の研修会で，講師の方達から聞かされ

る話は，総じて“定年後に悠々自適の生活なんて待ってない”“老後破産しないように働ける

うちは働け”という内容でした。もう少しの間，働こうと思います。(研修の成果です。) 

筑西市・桜川市の名産品こだますいかをより知って欲しいとの願

いから，筑西市・桜川市・北つくば農協地域農業振興協議会では，

こだますいかが収穫盛期を迎える二十四節気の立夏（平成 29年は 5

月 5日）を「こだますいかの日」としました。 

地場の味・初夏の味こだまスイカを是非味わって一緒に産地を盛

り上げましょう！ 

立夏はこだますいかの日！  

普及員のひとりごと ～ 小島 謙治郎 ～ 

1月 22日，古河市のスペース U古河を会場に，就農相談会「新農業人フェア inいばらき」が

県西地区で初めて開催されました。農業生産法人等農業者をはじめ，地域就農支援協議会や農

業関係学校等計 28 ブース 33 組織が出展し，筑西地域就農支援協議会も相談ブースを設け，新

規参入や親元就農者等就農希望者の相談に対応しました。 

当日は 33名の相談者が来場し，当地域協議会では桜川市役所の担当者と共に 4名の相談者に

対応し今後の方向について助言しました。県西地区 3 地域の就農支援協議会が共に出展したこ

とで県西在住の相談者の希望に対して連携した相談対応ができたケースもあり，県西地区で開

催された成果がありました。 

1月 24日（火）に会沢巨峰ぶどう園（結城市）において，真

壁高校生を対象に研修会を開催し 2年生 11名が参加しました。

本研修は，先進農業者との技術交流の場になっており，長年に

わたって続いています。 

実習では，会沢氏から剪定方法を説明したあと，真壁高校生

が説明を踏まえ，各自の判断で剪定作業を行いました。学生同

士で相談しながら思い切り良く剪定を進めていき，「大胆なくら

いが大物になる」と会沢氏も感心していました。 

実習後の質疑では，「農業をやめたくなったことは？」「売

り上げはどれくらいあるのか？」「就農したきっかけは？」

といった率直な質問が出され，就農への意欲が感じられまし

た。 

普及センターでは，今後も農業に関心・意欲

が高まる研修会の開催等就農啓発活動を進めて

いきます。 


